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　今年度は、作品展示・豚汁・そば試食会と演芸発表の2日間で行います。

館長：荒井 庸子
新しく担当します。

　飯野公民館の事業活動は、非常勤の公民館館長1名、主事1名、主事補2名で担っています。業務
内容として、行事の企画・実施、会計業務、各種届出、広報の発行、ホームページの更新等を行っ
ています。飯野公民館の活動目標は、いこい～のを活動拠点として、地域の住民が世代を超えて触
れ合い、結びあって地域に愛着を持ってもらうことです。そのためには、公民館活動を行っていく
公民館職員の役割が欠かせません。

　そこで、公民館職員はどうあるべきでしょうか。現状公民館職員は、飯野地区から推薦を行い、
入善町教育委員会から1期2年の委嘱を受けています。公民館職員は、長くても2期の職務を行い、
交代していく体制が望ましいと考えます。令和8年度において、2名の公民館職員の交代を考え
ています。 パソコンができる人が条件となります。公民館活動を希望する人、または各地区で推薦
できる人がおられましたら、飯野公民館や各地区の区長まで連絡お願いします。

1. 飯野公民館まつりの開催

2. 公民館職員の交代員の確保・・・・各地区で推薦してください

・館　長　荒井　庸子（下飯野新）

・主　事　谷口　幸男（道古）

・主事補　井田　邦章（芦崎）

・主事補　西島　優子（芦崎）

・管理人　井田　邦章（芦崎）

地　区 氏　　　名
上飯野新 野　坂　朋　恵
せせらぎの里 高　森　俊　成
道　古 屋　木　喜世子
国道筋 細　田　　　博
宮　坪 常　山　佳　代
農　愛 野　田　武　保
三ツ家 濱　屋　節　子
学園団地 藤　本　　　勉
上飯野 柴　田　光　代
上飯野第2 上　野　貴　宏
板　屋 斎　藤　啓　志
笹　原 竹　島　哲　夫

五郎八・本村 永　原　義　久
水笑楽団地 稲　田　　　淳
蛇　沢 滝　本　美穂子
高　畠 堰　下　正　幸
芦崎第1 井　田　邦　章
芦崎第2 木　原　光　夫
芦崎第3 若　狭　信　幸
芦崎第4 西　島　孝　義
芦崎第5 西　島　洋　平
下飯野新 飯　作　繁　文
神子沢 濱　田　正　幸
五十里 飯　作　久　和
高　瀬 岩　田　喜　博
下飯野 井　田　洋　子
園　家 志　摩　美由紀
報　徳 塚　田　浩　郁

公民館協力員名簿
（敬称略） 令和7年度  飯野公民館職員紹介
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日時：11月7日（金）	 10:00～16:00  展示場作り・作品搬入

　　　11月8日（土）	   9:00～16:00  作品展示・抽選会・豚汁試食会

　　　11月9日（日）	   9:00～15:00  作品展示・演芸発表会・そば試食会

	 15:00～16:00  作品引き取り・後片付け

★皆様からの作品を募集します。
★たくさんの人の来場をお待ちしています。

※日程変更や行事の中止もあります。

月別 公民館行事 開催場所
9月 ・自然歴史探訪（29日） 白馬五竜高山植物園

10月
・さわやか挨拶運動（14～17日） 飯野小学校玄関通り
・防災運動会（26日） 飯野公民館多目的ホール

11月 ・公民館まつり（8～9日） 飯野公民館

12月
・親子そば打ち教室（7日） 飯野公民館
・寄せ植え教室（11日） 飯野公民館
・親子生け花教室（14日） 飯野公民館

2月 ・カローリング大会（15日） 飯野公民館多目的ホール

今後の月別公民館行事の紹介



令和7年度　上半期の公民館行事から

災害対策基本法の改正  私たちの防災がどのように変わるか

　令和7年5月28日、災害対策基本法が改正されました。改正点は、令和6年度能登半島地震の教訓等を
踏まえ、災害対策の強化を図るため、国による支援体制の強化、福祉的支援等の充実、広域避難の円滑
化、ボランティア団体との連携、防災DX・備蓄の推進、インフラ復旧・復興の迅速化等です。

1. 改正点の趣旨
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2. 改正内容
　1）国による災害対応の強化
　　　①国による地方公共団体に対する支援体制の強化　
　　　　・国は、地方公共団体に対する応援体制を整備・強化
　　　　・国は、地方公共団体からの要請を待たず、先手で支援
　　　②司令塔として内閣府に「防災監」を設置

　2）「災害関連死」を防ぐため、被災者に対する福祉的支援の充実
　　　①支援につなげるための被災者、避難所の状況把握

　　　②避難所だけでなく在宅や自家用車での車上泊避難者に福祉サービスを適用

　　　③災害時に、高齢者・障害者・乳幼児等の要配慮者への情報把握、相談対応、
　　　　避難生活上の支援及び災害派遣福祉チームDWATによる避難所への誘導等

　　　④広域避難における避難元及び避難先市町村間の情報連携の推進

　3）被災者援護協力団体の登録制度の創設
　　　①避難所の運営支援、炊出し、被災家屋の片付け等に協力する団体等の登録

　　　②登録団体は、市町村から被災者の情報の提供を受けることができる

　　　③�都道府県は、災害救助法が適用された場合、登録団体を救助業務に協力さ
せることができ、この場合において炊出し等の実費を支弁

　　　④国は、必要な場合、登録団体に協力を求めることができる

　4）防災DX・備蓄の推進
　　　①被災者支援等に当たって、デジタル技術の活用

　　　②地方公共団体に、保存食等の備蓄状況を年1回公表の義務化

　5）インフラ復旧・復興の迅速化
　　　①災害時に水道普及のため業者が私有地に立ち入ることが可能

　　　②液状化対策等の宅地の耐震化の推進

日時：6月25日（水）9：30～16：30
場所：砺波チューリップ四季彩館
　　　道の駅「たいら」
　　　五箇山合掌造り集落
参加者：男性19名、女性34名　計53名

日時：8月11日（月）10：00～13：00
場所：飯野公民館玄関軒下
参加者：小学生6名　保護者：4名　公民館職員：4名　計14名

【　園芸ボランティア現地研修会　】

【　親子バーベキュー大会　】
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””令和7年度より飯野公民館館長が変わりました。””


